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1. はじめに 

現在，インターネットの普及により PC や携帯電話など

に Web 機能が標準装備され，以前と比べ気軽に自分の行

きたい場所や欲しい商品などの情報を入手する事が可能

になった．しかし，Web の情報量は日々増加しており，

その雑音の多い Web ページから自分にとって有益な情報

を検索エンジンで見つけ出す労力が増えて来ている．そ

こで，雑音の多い Web からの情報収集に慣れていないユ

ーザでも，自分の行きたい場所や欲しい商品名などを自

動で得られる検索・推薦システムの構築が必要であると

考えられる． 
 本稿では，場所や商品名などを求めるユーザの要望を

表し，かつ文末が「～したい」の文（以下，要望文）を

基に Web で情報収集を行い，その要望に適合した回答を

出力するシステムを提案する．なお，本システムは一般

人がよく Web 検索で調べていると想定される，行きたい

店などの場所や欲しい商品名などの固有名詞の出力をす

る． 

 

2. Web検索型推薦システムの概要 

本システムでは，入力された要望文をもとに Web 検索

を行い，その要望に適合した複数の場所や商品名などを

出力する．図 1にシステムのイメージを示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 Web検索型推薦システムの使用例 

 

3. 使用技術 

3.1  概念ベースと関連度 

概念ベース[1]は，複数の国語辞書や新聞などから機械的

に構築した語(概念)に対し，その意味・特徴を表す語(属

性)とその重要性を表す数値(重み)の組を付与した知識ベ

ースである．概念ベースには，約 12 万語の概念が収録さ

れている．なお，本稿では概念ベースに登録されていな

い概念を未定義語と定義する． 

 関連度[2]とは，概念ベースに定義された語と語の関連の 

 

強さを，同義性・類似性のみに関わらず定量化した値で

ある．なお，関連度は概念ベースに存在する属性・重み

を用いて算出するため，未定義語は関連度を計算するこ

とが出来ない．  

3.2  シソーラス 

シソーラス[3]とは，単語の意味や概念を分類，整理して

用語を階層的に体系化したものである．各節点に相当す

る語をノード，ノードに含まれる語をリーフと呼ぶ．  
シソーラスは，一般名詞の意味的用法を表す約 2700 語

の意味属性(ノード)の上位下位関係・全体部分関係が木構

造で示されたものであり，約 13 万語(リーフ)が登録され

ている． 

3.3  未定義語の属性・重み獲得手法                 

未定義語の属性・重み獲得手法[4]とは，未定義語の意味

的特徴を表す属性とその重要性を表す重みの組を Google[5] 
を用いて獲得する手法である．なお，本稿では未定義語

の属性・重み獲得手法をオートフィードバック(AF)と呼

ぶ． 

3.4  Webから自立語を獲得する手法 

Web から自立語を獲得する手法[6]は，入力した語句をも

とに Google で検索を行い，上位 100 件の検索結果ページ

内から入力した語句と共に出現する自立語(概念ベースに

含まれない語句も含む)を，自動的に獲得する手法である．

なお，本稿では Web から自立語を獲得する手法を拡張オ

ートフィードバック(拡張 AF)と呼ぶ． 

3.5  シソーラスマッピング 

シソーラスマッピング[7]は，AF と関連度を用いること

で，シソーラスに定義されていない語句が大局的にどの

ノードに所属するかを判断する手法である．  

 

4. システムの流れ 

本システムの流れは，まず入力された要望文から検索

にかける語句を作成する．次にその語句で Web 検索を行

い，要望文の回答の候補となる自立語を取得する．最後

に形態素解析やシソーラス・関連度などを用いて，取得

した自立語の処理・順位付けを行い出力する．各々の処

理の流れについて，次の 4.1節～4.4節で説明する． 

4.1  検索にかける語句の作成 

要望文を形態素解析し，動詞・名詞・形容詞を抽出す

る．この時，要望文「TV を買いたい．」のように出力す

べき内容が「TV の機種」か「TV を販売する店」の 2 種

類想定される場合，ユーザに「あなたの欲しい回答は場

滝を見たい． 

袋田の滝，大倉滝，不動滝，… 
はどうです 
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検索 

情報獲得 
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所ですか？」と聞き，それらの結果を踏まえ検索にかけ

る語句（検索語）を作成する．表 1に検索語の作成例を示

す． 

表 1 検索語の作成例 

要望文 検索語 質問 

TVを買いたい TV 買う 店 場所 Yes 

紅葉を見たい  紅葉 見る － 

4.2  回答候補語の取得 

拡張 AF を用いて，回答の候補となる自立語(以下，回

答候補語)30語を Webから取得する．この時，回答候補語

の中に検索語と同じ語句・動詞・形容詞・記号も含まれ

る．本システムは場所などの固有名詞の出力を目指して

いる為，それらを削除する．図 2に検索語「紅葉 見る」

を基に拡張 AFで取得した回答候補語の処理の例を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2  回答候補語の処理 

4.3  シソーラスによる精錬 

シソーラスを用いて，検索語の名詞のノードと回答候

補語のノードを取得する．なお，シソーラスに存在しな

い語句はシソーラスマッピングを用いてノードを取得す

る．次に回答候補語のノードを検索語の名詞のノードと

比較し，共通するノードが 3個未満の回答候補語を削除す

る．図 3 に，検索語の一つ「紅葉」と回答候補語「奥津

渓」と「海の精」の精錬の例を示す． 

 
図 3  シソーラスによる精錬 

4.4  関連度による精錬 

まず，回答候補語の属性を AF で取得する．次に要望文

と解答候補語の関連を調べる為に全ての検索語を一つの

概念とみなし AF で属性を取得する．そして検索語と各々

の回答候補語の関連度を調べ，関連度の高い順に回答候

補語を並び替える．表 2に関連度による精錬の例を示す． 

  

表 2  関連度計算による精錬の一例 

検索語 解答候補語 検索語との関連度 

奥津渓 0.685 

高尾山 0.522 

長谷寺 0.467 
紅葉 見る 

・・・ ・・・ 

5. 評価・考察 

 アンケートで収集した要望文 50 文と出力すべき回答の

種類を基に，システムの評価を行った．被験者 3 人に要

望文 50 文の出力結果を提示し，要望文に対する解答とし

て適切か否かチェックしてもらった．要望文 50 文のうち，

上位 1 位に２人以上の被験者が正解とした回答候補語が

出力された文は 32 文，上位 2 位まででは 37 文，上位 3
位まででは 38文存在した． 

不正解とした出力の例として，要望文「RPG のソフト

を買いたい」に対し出力された「プレステ」「任天堂」

「在庫」がある．「プレステ」｢任天堂｣は，シソーラス

による精錬においてユーザが欲しいノード「ソフト」で

はなく上位の「映画・映像」に分類された為，削除する

事が出来なかった．また，「在庫」は検索語「RPG ソフ

ト 買う」と共に通販サイトなどの Web ページ上に頻出

される為，多くの共通属性を獲得してしまった．この事

により関連度が高くなり，上位に出力されてしまったと

考えられる． 
 

6. おわりに 

 本稿では,「商品名」や「場所」などを求めるユーザの

要望に対する Web 検索型推薦システムを提案した．その

結果，上位 3 位で 50 文中 38 文正しい答えを少なくとも

一つ出力できた． 

 この提案手法により，ユーザが得たい「本のタイト

ル」や「店の名前」などの検索をある程度コンピュータ

に任せる事が可能になると考えられる． 
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